
町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ギュッと凝縮して掲載しています。

◦�

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
た
と

き
◦�

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
を
退
所
し
た
と

き
（
退
所
し
た
と
き
に
は
、
国
保
税
の
介

護
分
の
免
除
は
終
了
し
ま
す
）

◦�

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
が
40
歳
に
到
達
し
た
と
き

◦�
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
中
に
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

◦�

入
所
し
て
い
る
施
設
が
介
護
保
険
適
用
除

外
施
設
に
該
当
し
た
と
き

届
出
に
必
要
な
も
の　

◦�

施
設
入
所
証
明
書
ま
た
は
施
設
退
所
証
明

書

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し

た
場
合
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
税
の

手
続
き

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら
64

歳
の
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
の
う
ち
、

介
護
保
険
の
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
、
要

件
を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

介
護
分
の
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は
届
け
出
が

必
要
で
す
の
で
、
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
と
き

行
政
情
報

固
定
資
産
に
変
更
が
あ
っ
た
時
は

年
内
に
届
出
を

　

家
屋
に
か
か
る

固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
は
、
毎

年
1
月
1
日
現
在

で
存
在
し
て
い
る

家
屋
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊

し
た
り
、
未
登
記

家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず

年
内
お
早
め
に
税
務
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
年
内
に
登
記
申
請
を
し
た
場

合
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
が
さ
れ
ず
、
税
務
課
で
も
確
認
で
き

て
い
な
い
場
合
は
、
令
和
3
年
度
も
前
年
度

と
同
様
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

◦�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合�

　
印
鑑
、
取
り
壊
し
年
月
日
な
ど
が
分
か
る

も
の
（
取
り
壊
し
日
が
本
年
以
外
の
場
合
）

◦
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

　
印
鑑
、
遺
産
分
割
協
議
書
ま
た
は
売
買
契

約
書
な
ど
の
写
し

問　
税
務
課
課
税
第
二
係
☎
34
・
2
1
1
3

16
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12 月の納付（普通徴収分）

◦現金を持ち歩く必要がなく「安全」です。
◦�うっかり納め忘れる心配がなく、納付が
「確実」です。
◦�金融機関などへ出かける手間がいらず、お
忙しい人に「便利」です。
　口座振替の申し込み手続きは簡単で、一度
申し込みをすると毎年継続して口座振替でき
ます。手数料は無料です。ぜひ申し込みくだ
さい。（申し込みは納期限の 1ヵ月前までに
お願いします）

町税などの納付には
安全・確実・便利な口座振
替をぜひご利用ください

問　税務課徴収収納係☎ 34-2111

納期限 12 月 25 日㈮

◦国民健康保険税（第 6期分）
◦介護保険料（第 6期分）　　　
◦後期高齢者医療保険料（第 6期分）

種　類



暮
ら
し
・
環
境

保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

就
職
・
募
集

行
政
情
報

催
し
・
講
座

お
知
ら
せ

町役場の代表電話番号☎ 0744-32-2901

※ 新型コロナウイルス感染症による影響により、本紙に掲載されている情報が変更になる可能性があります。
最新の情報については、担当課へ問い合わせいただくか、町ホームページをご確認ください。17

◦�

入
退
所
者
の
保
険
証

◦�

入
退
所
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
も
の

◦�
窓
口
で
手
続
き
す
る
人
の
本
人
確
認
書
類

◦�

印
鑑

届
出
方
法

　
届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必

要
書
類
を
添
え
て
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・

年
金
係
へ
。

問　
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係

　
　
☎
34
・
2
0
9
7

催
し
・
講
座

第
4
回
田
原
本
ま
ち
づ
く
り
観
光
振

興
機
構
歴
史
講
座

日
時　
令
和
3
年
1
月
30
日
㈯

　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

　
　
　
（
受
付
＝
午
後
1
時
～
）

場
所　
町
民
ホ
ー
ル
（
町
役
場
西
側
）

演
題　
奈
良
県
再
設
置
運
動
と
田
原
本

講
師　
谷
山
正
道
さ
ん
（
元�

天
理
大
学
教

授
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
3
0
0
円

申
込
方
法　
12
月
10
日
㈭
か
ら
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
F
A
X
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
次
の
申

込
先
へ
。（
定
員
に
な
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

広報たわらもと　2020.12広報たわらもと　2020.12

必
要
事
項　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
（
当
日
の
連
絡
先
）・「
1
月
講
座
希
望
」

と
記
載
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込　
田
原
本
ま
ち
づ
く
り
観
光
振
興

機
構
（
〒
6
3
6・
0
3
0
0　

田
原
本
町

1
9
3
／
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
磯
城
の
里
」

内
／
☎
FAX
33
・
4
5
6
0
）　

第
3
回
空
き
家
等
個
別
相
談
会

　
将
来
空
き
家
な
ど
に
な
る
可
能
性
の
あ
る

建
物
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
や
、
現
在
空
き

家
を
お
持
ち
で
お
悩
み
の
あ
る
人
、
今
後
利

活
用
や
処
分
を
お
考
え
の
人
を
対
象
と
し
た

相
談
会
で
す
。

　

相
続
や
税
金
面
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

多
角
的
に
検
討
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
12
月
28
日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
町
役
場
2
階
2
B
相
談
室

定
員　
６
人　
（
申
込
順
）

問
・
申
込　
12
月
25
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
都

市
再
開
発
係
（
☎
34
・
2
0
8
5
）
へ
。

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、

次
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

第
28
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ�

ぶ
り
っ
じ

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
／
☎�

34
・
2
1
1
8

／
FAX
34
・
7
3
0
5
）



町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ギュッと凝縮して掲載しています。

18広報たわらもと　2020.12広報たわらもと　2020.12

ここだけカフェ
認知症のことなどお気軽にご相談ください

町地域包括支援センター☎ 34-2104

　認知症のことが気になったり「認知症かもしれない」と気になる
ご本人とそのご家族、ご近所の人がいるなど、認知症についての心
配や関心がある人ならどなたでも参加いただけるカフェを開いてい
ます。身近な人には話しにくいようなことも「ここだけ」の居心地
いい空間で、気軽にお話しできるカフェを目指しています。

場所　道の駅「レスティ唐古・鍵」
多目的室１
対象　認知症について話したいこ
と、聞いてみたいことがある人な
らどなたでも
参加費　無料　　
申込　不要

日時 12月10日㈭
午後 2時～ 4時

磯
城
郡
三
町
じ
ん
け
ん
研
修
会

日
時　
令
和
3
年
２
月
6
日
㈯

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

場
所　
川
西
文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

内
容　
講
演
会

テ
ー
マ　
『
い
の
ち
の
輝
き
-ど
こ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
-』（
仮
）

講
師　
佐
々
木
慈
瞳
さ
ん
（
桜
井
市
音
羽
山

観
音
寺
副
住
職
）

※
手
話
通
訳
あ
り

申
込
方
法　
12
月
15
日
㈫
～

令
和
3
年
1
月
15
日
㈮
に
申

込
フ
ォ
ー
ム
（
下
記
Q
R
コ

ー
ド
）
か
電
話
で
、
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
事
務
局
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
32
・
6
1
9
3
）
へ
。

必
要
事
項　
参
加
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

定
員　
30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※�

令
和
3
年
1
月
19
日
㈫
～
22
日
㈮
に
参
加

の
可
否
を
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
を
ご

登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
生
涯
教
育

課
よ
り
送
信
し
ま
す
。shogai-info@

tow
n.taw

aram
oto.nara.jp�

か
ら
の

メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
で
申
し
込
ま
れ
た
人
に
は
、
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
必
ず
連
絡

先
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※�

期
日
を
過
ぎ
て
も
参
加
可
否
の
連
絡
が
無

催
し
・
講
座

応
急
手
当
講
習
会（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

日
時　
12
月
19
日
㈯
午
前
9
時
～
正
午

場
所　
磯
城
消
防
署

内
容　
心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
の
使
い
方
を

学
ん
で
い
た
だ
く
講
習
で
す
。

対
象　
県
広
域
消
防
組
合
管
内
の
居
住
者
、

勤
務
者
、
在
学
者
を
優
先
（
中
学
生
以
上
）

※�

マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
の
励
行
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。�

定
員　
10
人　

受
講
料　
無
料

問
・
申
込　
12
月
14
日
㈪
ま
で
に
磯
城
消
防

署
救
急
課
（
☎
33
・
2
4
6
1
）
へ
。

い
場
合
に
は
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
32
・

6
1
9
3
）

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
の

講
座

◦ 

自
助
具
（
日
常
生
活
の
動
作
を
手
助
け
す

る
道
具
）
製
作
体
験
講
座

日
時　
令
和
3
年
1
月
16
日
㈯

　
　
　
午
後
1
時
～
5
時

場
所　
福
祉
住
宅
体
験
館

　
　
　
（
県
営
福
祉
パ
ー
ク
）

内
容　
マ
ウ
ス
型
筆
記
エ
イ
ド
（
ペ
ン
が
持

て
な
く
て
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
自
助
具
を

製
作
し
ま
す
。
筆
記
エ
イ
ド
に
ペ
ン
を
は
さ

み
手
を
軽
く
載
せ
て
マ
ウ
ス
の
よ
う
に
動
か

し
て
書
き
ま
す
。）

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員　
10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

教
材
料
費　
5
0
0
円

※
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。



暮
ら
し
・
環
境

保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

就
職
・
募
集

行
政
情
報

催
し
・
講
座

お
知
ら
せ

町役場の代表電話番号☎ 0744-32-2901

※ 新型コロナウイルス感染症による影響により、本紙に掲載されている情報が変更になる可能性があります。
最新の情報については、担当課へ問い合わせいただくか、町ホームページをご確認ください。19 広報たわらもと　2020.12広報たわらもと　2020.12

先
へ
。

問
・
申
込
先　
奈
良
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
（
〒
6
3
6・
0
3
4
5　

田
原
本

町
多
7
2
2
／
☎
32
・
8
8
4
8
／
FAX
34
・

2
8
0
0
）

就
職
・
募
集

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
放
送
大
学
で
は
2
0
2
1
年
4
月
（
第
1

学
期
）
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間　

申
込
締
切　
令
和
3
年
1
月
7
日
㈭

　
　
　
　
　
（
当
日
午
後
5
時
15
分
必
着
）

◦
介
護
講
座

「
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
知
識
」

日
時　
令
和
3
年
1
月
21
日
㈭

　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
所　
福
祉
住
宅
体
験
館

　
　
　
（
県
営
福
祉
パ
ー
ク
）

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定
員　
30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用　
無
料

申
込
締
切　
令
和
3
年
1
月
7
日
㈭

　
　
　
　
　
（
当
日
午
後
5
時
15
分
必
着
）

◦
申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

ハ
ガ
キ
・
F
A
X
ま
た
は
電
話
で
次
の
申
込

第
1
回　
令
和
3
年
2
月
28
日
㈰
ま
で

第
2
回　
令
和
3
年
3
月
16
日
㈫
ま
で

出
願
方
法　
郵
送
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
が
で
き
ま
す
。
資
料
請
求
・
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問　
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
2
・
20
・
7
8
7
0

　マイナンバーカードとマイキー ID（マイナポイン
ト予約）をより取得しやすいように、受付時間の延長
と休日開庁を実施します。

マイナンバーカード用の顔写真を無料で撮影しています。

窓口での印鑑登録証明書の取得　窓口での取得には
「印鑑登録証」か「住民カード」の提示が必要です。なお、
利用者証明用電子証明書が登録されたマイナンバー
カードで、印鑑証明書と住民票を取得できます。

休日開庁
午前 10 時～
午後 4 時

令和 3 年

令和 3 年

12 月 13 日㈰、1 月 10 日㈰

受付時間の延長

12 月 9 日㈬・23 日㈬、1 月 6 日㈬
午後 7 時まで（交付の受付は午後 6 時 30 分まで）

◦マイキー ID設定支援窓口
　…  総務課システム情報係
　　☎ 34-2073

◦マイナンバーカード交付窓口
　… 住民保険課戸籍住民相談係
☎ 34-2087

マイナンバーカード・マイキー
ID（マイナポイント予約）
受付時間の延長と休日開庁

マイナンバーカードを取得しましょう

業務内容　
▶マイナンバーカード交付窓口
…�マイナンバーカードの交付・申請・電子証明書更新
手続き（その他の業務は行いません）　

▶マイキー ID 設定支援窓口
　…�マイキーIDの設定支援
※�窓口の混雑状況によっては、お時間をいた
だくことがあります。
※�受け取り方法など、詳細は交付通知書また
は町ホームページをご覧ください。

いっしょにたべようよ

こども食堂たわらもと
主催：田原本町赤十字奉仕団

　町内の小学生の居場所づくりを目的に
「こども食堂たわらもと」を開催していま
す。食事の提供は月１回を予定しています。

参加無料
日時

正午～午後 1 時 30 分
場所　青垣生涯学習センター 2階　調理室

対象　幼稚園児と小学生（幼稚園児と田原本小学校区以
外の児童は保護者の送迎が必要）

問・申込　令和 3 年 1 月 18 日㈪までにNPO法人
子育てすこやかサークル（☎ 35-3835）へ。詳細は
QRコードを読み取ってください。
※�メニューは未定です。（アレルギーの
対応はしません）
※�参加児童の中で調理のお手伝いをし
てくれる人は、午前11時集合（三角巾とエプロン要）

定員　�約 30人

令和 3 年 1 月 30 日㈯



町民の皆さんにお知らせしたい情報を
ギュッと凝縮して掲載しています。

ひ
と
り
親
家
庭
へ

お
す
そ
わ
け
を
お
送
り
し
ま
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
は
、

田
原
本
町
と
「
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
年
末
年
始
の
支
援
と
し
て
、
必
要
な

ご
家
庭
へ
「
お
す
そ
わ
け
」
を
届
け
る
緊
急

支
援
を
実
施
し
ま
す
。
お
菓
子
や
食
品
、
日

用
品
を
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
学
校
の
冬
休
み
や
会
社
の

休
暇
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
越
し
行
事
な
ど
出

費
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
お
困
り
の
ご
家

庭
は
遠
慮
な
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
で
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
世
帯

費
用　
無
料

問
・
申
込　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
て
ら
お
や
つ
ク

ラ
ブ
へ
。
詳
細
の
確
認
・
申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8
は
、
消
費

生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝
い
す
る

も
の
で
す
。
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、

お
知
ら
せ

人
権
デ
ー
・
人
権
週
間

　
国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
第
3
回
総
会
で

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

第
5
回
総
会
に
お
い
て
採
択
日
の
12
月
10
日

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
る
と
と
も
に
、
加

盟
国
な
ど
に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事
を
実
施

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

毎
年
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
1
週

間
（
12
月
4
日
～
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　
住
民
保
険
課
戸
籍
住
民
相
談
係

　
　
☎
34
・
2
0
8
7

義
援
金
を
寄
託

令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
義
援
金

　
田
原
本
町
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
町
分
区
長

の
森
町
長
に
義
援
金
が
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
奉
仕
団
が
、
募
金
し
て
い
た
だ
い

た
人
に
手
作
り
マ
ス
ク
を
配
る
活
動
で
集

ま
っ
た
お
金
を
義
援
金
と
し
て
寄
託
し
、
被

災
地
支
援
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

思
い
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
を
通
じ
て
被

災
者
の
人
た
ち
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

金
額　
3
万
4
4
3
0
円

問　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
☎
34
・
2
0
9
8

問　川西町総合政策課☎ 0745-44-2213

面塚の伝説　
　「室町時代のある日のこと。空
が急にくもり、異様な怪音とと
もに寺川のほとりに、天から降っ
てきたものがあった。それは翁
の能面と一束のねぎ。村人たち
は能面をその場に丁寧に葬り、
ねぎはその地で栽培することに
した。その後、ねぎは見事に育ち『結崎ネブカ』とし
て名物になった」
　これは、川西町結崎にある「面塚」の伝承です。翁の

能面は能に使うもので、結崎が能ゆかりの地であるこ
とを物語っています。諸説ありますが、面塚は使われ
なくなった能面を葬る場所であったともいわれ、昔か
ら敬われていた場所であることがうかがえます。
観世流能のルーツ　
　川西町結崎には「結崎座」という猿楽の一座があ
りました。室町時代初期に観阿弥が大夫（座の代表）
となり、結崎に住んだといわれています。のちに京
都へ進出し、都の文化を吸収。庶民の芸能であった
猿楽を、優雅で洗練された芸術に進化させました。
この結崎座が観世流の能のルーツといわれています。
住民の憩いの場　
　昭和11年には面塚に碑が建てられました。観世
流二十四世宗家である観世左近師の筆によるもので、
その碑を囲む玉垣には奉納した全国の能楽師らの名
前が刻まれています。現在、周囲は公園が整備され
ており、散歩の休憩場所や住民らの憩いの場所にも
なっています。

大和まほろば圏域ニュース
（川西町）

Vol.18

　大和まほろば広域定住自立圏の市町村のつながりを
深めるために、圏域市町村（天理市・山添村・川西町・
三宅町・田原本町）広報紙の偶数月号に「大和まほろ
ば圏域ニュース」を掲載しています。

面塚・観世流能発祥の地

20広報たわらもと　2020.12広報たわらもと　2020.12



暮
ら
し
・
環
境

保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

就
職
・
募
集

行
政
情
報

催
し
・
講
座

お
知
ら
せ

町役場の代表電話番号☎ 0744-32-2901

お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
。

　
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
や
、
製
品
を

使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
け
が
な
ど
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
、
災
害
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
3
桁
の
電
話
番
号
で
つ
な
が

る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

や

や
８
８
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解

決
を
支
援
し
ま
す
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8　

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

義
援
金
を
寄
託

令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
義
援
金

　
田
原
本
町
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
町
分
区
長

の
森
町
長
に
義
援
金
が
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
奉
仕
団
が
、
募
金
し
て
い
た
だ
い

た
人
に
手
作
り
マ
ス
ク
を
配
る
活
動
で
集

ま
っ
た
お
金
を
義
援
金
と
し
て
寄
託
し
、
被

災
地
支
援
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

思
い
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
を
通
じ
て
被

災
者
の
人
た
ち
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

金
額　
3
万
4
4
3
0
円

問　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
☎
34
・
2
0
9
8

※ 新型コロナウイルス感染症による影響により、本紙に掲載されている情報が変更になる可能性があります。
最新の情報については、担当課へ問い合わせいただくか、町ホームページをご確認ください。

問　
住
民
保
険
課
戸
籍
住
民
相
談
係

　
　
☎
34
・
2
0
8
7

暮
ら
し
の
便
利
帳
を
発
行
し
ま
す

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
共
同
で
「
田
原
本

町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
便
利
帳
は
、
町
政
の
概
要
を
は
じ
め
、

日
々
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関
係
す
る
福
祉
、

健
康
、
医
療
の
窓
口
や
手
続
き
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
12
月
中
に
町
内
全
戸
に
順
次
配
布
し
ま
す

の
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
便
利
帳
の
発
行
は
、
広
告
掲
載
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
各
団
体
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に

よ
る
広
告
収
入
を
経
費
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
便
利
帳
の
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　
　
☎
34
・
2
0
6
9

善
意
銀
行
（
10
月
分
）

　
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
は
福
祉
の
増
進
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。　

◇
匿
名
…
2
0
0
0
円

問　
田
原
本
町
善
意
銀
行
（
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
34
・
2
1
1
8

生活安全ニュース
問　天理警察署☎ 0743-62-0110

■ 飲酒運転の根絶を目指して

　年末年始はお酒を飲む機会が増える時期です。飲酒運
転が引き起こす悲惨な交通事故については、テレビや新
聞で繰り返し報道されており、被害者・加害者とその家
族の人生に与える影響の大きさについて、重々ご承知の
ことと思います。それでも飲酒運転はいまだになくなっ
ていません。

飲んだら乗るな、乗るなら飲むなを徹底しましょう
　飲酒運転をした人は「これくらいの量なら、これくら
いの距離なら大丈夫」「ちょっと眠ったから大丈夫」と、
自分に都合のよい考えで運転をしています。
　しかし、行為が非常に簡単であるのに対し、運転免許
の取り消しや重い刑事処分のほか、長期の欠格期間が課
されるなど、結果は重大なものになります。
　「飲んだら乗るな、乗るなら飲むな」を肝に銘じてい
ただき、素晴らしい年末年始をお迎えください。

■��「ガス点検などを装った強盗事
件」が全国で発生

　関東地方や大阪府内
でガス点検・消防設備点
検・電気点検などを装っ
て、犯人グループが被害
者宅を訪れ、被害者を脅
して室内に侵入し、現金
やキャッシュカードを奪
う強盗事件が多発してい
ます。
安全のため次のことに注意しましょう
◦�ガス点検などは事前の連絡もなく突然行われることはあり
ません。
◦玄関や窓には、在宅時もカギをかけましょう。
◦�突然の訪問があれば、インターフォン越しに対応して断り、
不審に思えばすぐに110番通報しましょう。
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